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〜目標の達成に向けてさらに前進する年に！〜

令和６６年度年度
施政方針●４つのアプローチからなる

子育て施策のさらなる進化

歳入
422億
2,795万円

歳出
422億
2,795万円

用語説明

普通建設事業費普通建設事業費
55億2,379万円55億2,379万円
13.1%13.1%

公債費公債費
44億1,719万円44億1,719万円
10.5%10.5%

人件費人件費
63億7,456万円63億7,456万円
15.1%15.1%

扶助費扶助費
64億1,215万円64億1,215万円
15.2%15.2%

物件費物件費
79億9,092万円79億9,092万円
18.9%18.9%

補助費等補助費等
66億5,620万円66億5,620万円
15.8%15.8%

市税市税
106億813万円106億813万円
25.1%25.1%

寄附金寄附金
30億1万円30億1万円
7.1%7.1%

繰入金繰入金
36億4,654万円36億4,654万円
8.6%8.6%

地方交付税地方交付税
80億円80億円
18.9%18.9%

国・県支出金国・県支出金
88億1,436万円88億1,436万円
20.9%20.9%

地方譲与税・各種交付金地方譲与税・各種交付金
33億6,348万円33億6,348万円
8.0%8.0%

義務的義務的
経費経費
40.8%40.8%

その他その他
経費経費
46.1%46.1%

積立金積立金
5億6,430万円5億6,430万円
1.3%1.3%

貸付金貸付金
5億5,845万円5億5,845万円
1.3%1.3%

予備費予備費
3,000万円3,000万円
0.1%0.1%

自主自主
財源財源
45.2%45.2%

依存依存
財源財源
54.8%54.8%

口
減
少
が
進
む
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
対
策
は
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。新

た
に
迎
え
る
令
和
６
年
度
は
、

２
年
目
を
迎
え
る
第
３
次
燕
市
総
合

計
画
や
、
こ
れ
ま
で
に
策
定
し
て
き

た
分
野
別
個
別
計
画
に
基
づ
き
、
目

標
の
達
成
に
向
け
て
さ
ら
に
前
進
す

る
年
に
な
り
ま
す
。
深
刻
さ
を
増
す

人
口
減
少
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

地
方
創
生
や
地
域
活
性
化
に
積
極
的

に
取
り
組
む
た
め
、
①
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
支
援
制
度
の
充

実
、
②
個
性
的
で
子
育
て
目
線
で
整

備
さ
れ
た
子
育
て
施
設
の
充
実
、
③

事
業
所
や
地
域
が
連
携
し
子
育
て
を

支
え
る
仕
組
み
の
強
化
、
④
個
性
を

伸
ば
し
人
間
性
を
高
め
る
教
育
の
推

進
と
い
う
「
４
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か

ら
な
る
子
育
て
施
策
の
さ
ら
な
る

進
化
」、
そ
し
て
「『
地
域
社
会
の

D
X
』
と
『
脱
炭
素
社
会
の
推
進
』」

を
重
点
に
、
引
き
続
き
「
定
住
人
口

戦
略
」、「
活
動
人
口
戦
略
」、「
交
流・

応お

う

え

ん

援
（
燕
）
人
口
戦
略
」
の
３
つ
の

人
口
戦
略
を
柱
に
据
え
た
各
種
施
策

に
取
り
組
む
予
算
を
編
成
い
た
し
ま

し
た
。

を２大重点施策として取り組んでまいります。

執行ベースでの予算規模の推移一般会計当初予算

区分 予算額 前年度比

一般会計　　　　　　　　　　① 480 億 2,500 万円 11.2%

①のうち借換分　　　　　　　② 57億 9,705 万円 5.5%

実質的な予算規模　　　　①−② 422 億 2,795 万円 12.0%

繰越事業　　　　　　　　　　③ 9億 8,307 万円 ▲ 46.9%

執行ベースの予算規模   ①−②＋③ 432 億 1,103 万円 9.3%

３月６日、市議会定例会で市長が施政方針演説を行いま
した。その中から、当初予算額や重点施策などポイント
を絞ってお知らせします。

元
日
に
石
川
県
能
登
半
島
で
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の
地
震
が
発
生

し
、
石
川
県
を
は
じ
め
新
潟
県
内
で

も
、
数
多
く
の
方
々
が
甚
大
な
被
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い

て
は
、
人
的
被
害
こ
そ
な
か
っ
た
も

の
の
、
住
宅
等
に
半
壊
や
一
部
破
損

な
ど
の
被
害
が
多
数
出
て
お
り
、
防

災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

現
在
は
、
被
害
を
受
け
た
市
民
の

皆
様
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
早
期

復
旧
に
向
け
、
被
災
住
宅
の
修
繕
費

や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石い
し
灯と

う
篭ろ

う
等
の
撤

去
費
な
ど
に
対
す
る
助
成
を
緊
急
的

に
実
施
す
る
な
ど
、
被
災
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
支
援
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
位
置
づ
け
が

変
わ
り
、
４
年
ぶ
り
に
様
々
な
行
事

が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
、
長
か
っ
た

ト
ン
ネ
ル
か
ら
よ
う
や
く
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
る
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
た
年
で
し
た
。
ま
た
、
市
政
運

営
の
最
上
位
計
画
に
あ
た
る
「
第
３

次
燕
市
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
す

る
と
と
も
に
、
10
本
の
分
野
別
個
別

計
画
の
策
定
を
進
め
る
な
ど
、
市
と

し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原

材
料
費
の
高
騰
の
影
響
が
長
期
化
す

る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
物
価
高

騰
に
よ
り
行
政
コ
ス
ト
が
増
加
し
て

お
り
、
社
会
保
障
関
連
経
費
や
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
従
前
か
ら

の
財
政
負
担
の
増
加
要
因
も
相
ま
っ

て
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
令
和

５
年
12
月
に
公
表
し
た
将
来
人
口
推

計
に
よ
る
と
、
本
市
の
人
口
は
、
２

０
２
０
年
の
７
万
７
２
０
１
人
か

ら
、
２
０
５
０
年
に
は
２
万
３
０
６

５
人
減
少
し
、
５
万
４
１
３
６
人
に

な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
減
少

率
は
、
県
内
20
市
中
、
新
潟
市
、
長

岡
市
に
次
い
で
少
な
い
方
か
ら
３
位

で
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
急
速
に
人

施
政
方
針
の

全
文
は
こ
ち
ら
▼

維持補修費維持補修費
3億5,068万円3億5,068万円
0.8%0.8%

その他その他
18億3,863万円18億3,863万円
4.4%4.4%

市債市債
29億5,680万円29億5,680万円
7.0%7.0%

歳出の状況（性質別分類）歳入の状況

 　

燕市の
一般会計当初

予算
480億2,500万円

　一般会計当初予算の総額は、屋内こども遊戯施設をはじめとした子
育て関連施設の建設事業などに積極的に取り組むこととしたため、合
併後最大となる 480 億 2,500 万円となりました。なお、借

かり
換
かえ
分
ぶん
を除

く実質的な予算規模 422 億 2,795 万円と令和５年度の国補正予算を
活用した「繰越事業」を合わせた執行ベースの予算規模 432 億 1,103
万円でも合併後最大となっています。

422億2,795万円
総額

実質的な
予算規模

●「地域社会のＤＸ※」と

「脱炭素社会の推進」

　　自主財源　 … 市が自主的に収入できる財源　　　　　　　　　依存財源　 … 国または県などから収入される財源
　　義務的経費 … 支出することが義務付けられている経費　　　　投資的経費 … 道路や施設などの整備に要する経費　
　　借換分　　 … すでに発行した市債を借り換えるもので、借入額と返済額を歳入歳出同額で予算計上

繰出金繰出金
33億4,972万円33億4,972万円
7.9%7.9%
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投資的経費投資的経費
13.1%13.1%

実質的な予算規模

端数調整のため合計額と一致しない場合があります。

※DX（デジタルトランスフォーメーション）…デジタル化により、社会や生活の形・スタイルが変わること。


